
第　　47回学部卒業式・第9回大学院修了式は3月18日（水）に文京シビックホール（大ホール）にて執り行われ、
学部卒業生914名、大学院修了生14名が、自信に満ち溢れた笑顔で学び舎を巣立ちました。
　本学は今年、学園創立140周年・大学創立50周年を迎え、新たな飛躍の年となります。
　4月3日（金）には満開の桜に囲まれた新座キャンパス体育館にて、第51回入学式が執り行われました。
学部新1年生991名、編入生10名、大学院修士課程1年生16名、総計1,017名を迎え入れました。咲き誇
る満開の桜にも引けを取らない、夢と希望に満ち溢れた晴れやかな笑顔の新入生の姿が印象的でした。
　昨年10月に設置認可された、観光コミュニティ学部（観光デザイン学科・コミュニティデザイン学科）の
第1期新入生を迎え、また、国際交流活動の拡充、地域連携の推進等、「実践力を備えた教養人・品性ある社
会人・自律し自立した女性」教育を目指した学内外での活動を紹介いたします。
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　本学では４月から新学部を創設し、３学部体制となり
ましたが、これに合わせて平成27年度教育課程がスター
トしました。
　文学部では、社会的ニーズを踏まえ、４学科それぞれ
に将来を見据えたカリキュラムを策定しました。
　人文学科は、世界の社会情勢や文化の現状にも眼を拓
くため、新たな学びの分野として国際教養を加え、海外
経験が豊富な二人の専任教員を迎えました。学びの対象
を現代に特化している現代文化表現学科では、ますます
多様化する現代日本の文化状況を広範な視点から学べる
よう、学生の関心が高いヴィジュアル・カルチャーと現
代アートを学びの分野に加えました。コミュニケーショ
ン文化学科は、日本語・英語のコミュニケーション能力
の向上を教育目標の根幹に据えました。グローバル化に
対応するものであることはいうまでもありません。「こ
ころの専門家」の育成をめざす臨床心理学科においては、
臨床心理士などの資格取得に必要な専門的知識を学べる
カリキュラムを編成しました。

　今年度、マネジメント学部は２学科体制になりました。
観光マネジメント学科が独立して、観光コミュニティ学
部が誕生したからです。マネジメント学部誕生から、14
年目ですが、この間、跡見学園女子大学は常に変化して
きました。時代の変化に常に前向きに対応してきた結果
ともいえます。
　少子化長寿社会の傾向は一層強まり、大学教育に求め
る社会的要請は、専門的知識に加えて、幅広い視野から
の問題設定力や実践的な解決力を備えた人材の育成にシ
フトしています。文科省は「就業力」と称して、大学に
キャリア教育の実施を要求していますし、経産省の「社
会人基礎力」も、同じ流れに位置づけられます。
　この時代の要請に対応できる学部が、このマネジメント
学部と自負しています。ただし、このためには、設立当初に
掲げた「企業・公共・文化」のマネジメント学科、最近になっ
て掲げた「衣・食・住に環境も」の生活環境マネジメント
学科のそれぞれの特徴・強みを総点検し、新たな魅力創り
が不可欠です。これからもご支援をお願いいたします。

学長挨拶

学部長挨拶

新入生に告ぐ

新しいカリキュラム 新たな魅力を創る

学長　山　田　徹　雄

文学部長　大学院人文科学研究科長　小仲　信孝 マネジメント学部長　大学院マネジメント研究科長　大野　二朗

　今年は、跡見学園女子大学が誕生して50年、また、本学の創始者である跡見花蹊が跡見学校を東京に開設してから、
140年にあたります。
　本学にとって、時代の画期となる今、跡見学園女子大学が辿った軌跡を振り返ってみましょう。
　跡見学園女子大学は、東京オリンピックの余韻が残る昭和40年、女子高等教育志願者の増加に応えるべく、文学
部の単科大学として誕生いたしました。この時、設置されたのは国文学科と美学美術史学科でした。女性が社会で積
極的に活躍することは稀な時代です。女子大学に求められるのは、純粋な教養教育でありました。昭和42年には英
文学科、昭和49年に文化学科が設置されましたが、伝統的な教養教育という当時の時代の要請に適合的な学科構成
の範疇を逸脱することはありませんでした。
　21世紀を迎えると社会が大学に求めるものが大きく変わってまいります。女子学生の学ぶ学問においても、社会
において積極的に活躍する人材となる基盤教育が要求される時代が訪れました。平成14年に設置したマネジメント
学部は、コースワークを中心とし、インターンシップを教育課程に取り入れるという、アメリカの大学教育を模範と
する模倣的革新を本学は実現しました。
　そして平成27年、跡見学園女子大学は、観光コミュニティ学部を設置いたしました。グローバリズムの進展は、
人や資本が国境を越えて移動します。社会がボーダーレスになればなるほど、国家の意義が相対化し、逆説的に地域
の持つ重要性が増すことは、EUの経験が我々に教えていることではないでしょうか。その点にこそ、新学部に置か
れた観光デザイン学科、コミュニティデザイン学科の存在意義と将来性を見出すことができます。
　3学部8学科体制の人文・社会分野の総合大学へと成長した本学において学修する者にとって必要な姿勢はなんで
しょうか。
　広領域の学問を学ぶ学生の問題意識はさまざまです。当然のことですが価値観が多様となります。
　私は異質の人材が交わること、異なった意見の交換こそが、新たな革新を生み出す契機になると考えます。同質な
小宇宙に閉じこもっていては、似通った考え方のなかに甘んじ、論理の飛躍が期待できないでしょう。
　他学部、他学科の学生との交流は、自己の視野を広げる第一歩であると思います。「ゼミに閉じこもらない」→「学
科に閉じこもらない」→「学部に閉じこもらない」→「大学に閉じこもらない」→「日本に閉じこもらない」という
意識をもって、広く豊かな教養を修得して欲しい、これが私の願いです。
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　大学50年、学園140年という意義深い時期に本学が
購入した鷗外の処女作原稿と旧伊勢屋質店は両学部恰好
の教材たるにとどまらず観光コミュニティ学部発足をも
象徴する記念物となろう。新学部は新事業の創造をデザ
インと考え、観光とコミュニティの両面から地域を活性
化させるデザイン能力をもった女性の育成をめざす。住
民の樋口一葉も通った質店は地域に根差したコミュニ
ティビジネスであり、鷗外の舞姫も外国人女性との間に
展開された当時の国際交流という側面を有する。我々新
学部は都市・地方を問わず地域コミュニティの活性化や
観光立国日本への熱い思いを抱いて、跡見の校歌を作詞
した大和田建樹の鉄道唱歌風にいえば、「汽笛一声新座
を」出発進行し、とりあえず２年後に文京区キャンパス
への全員無事到着を目指します。

学部長挨拶

「汽笛一声新座を」出発進行
観光コミュニティ学部長　小川　功

　跡見学園女子大学は、昭和40（1965）年に開設され、以来50年の歴史を閲しました。開設時は文学部（２学科
で構成）単一の大学としての発足でしたが、50年後の今年、平成27（2015）年には、文学部、マネジメント学部に
加えて観光コミュニティ学部が増設され、３学部８学科体制となりました。
　本学ではこれを記念して、平成27年度において、下記の通り50周年記念事業を展開いたします。
１）跡見学園女子大学50周年記念式典及び祝賀会
　　�　本年10月24日（土）、文京キャンパスにおいて、50

周年記念式典及び祝賀会を行います。
２）跡見学園女子大学50年史の刊行
　　�　大学の50年史を現在鋭意編集中です。本年秋の刊行を

予定しています。
３）国登録有形文化財「旧伊勢屋質店」の取得
　　�　樋口一葉ゆかりの「旧伊勢屋質店」を取得し、明治大

正期の貴重な文化財の保存をはかると共に、教育施設と
しての活用、文京区との地域連携事業などを図ります。

　　�　教育施設としては、３学部いずれにおいても、それぞ
れの教育目的に照らした有効活用を検討しています。

　　�　この施設の名称を「菊坂跡見塾（旧伊勢屋質店）」とし、
すでに授業等で活用が始まっています。

４）森鷗外の『舞姫』自筆原稿の取得
　　�　森鷗外の小説で、文学的歴史的価値の高い『舞姫』の自筆原稿を取得し、大学・中学高等学校における教育的活
用はもとより、文京区立森鷗外記念館と共同しつつ、区民への公開など文京区との地域連携を深めていく予定です。

　　�　『舞姫』執筆時の鷗外夫人赤松登志子は跡見学校出身者で、跡見花蹊の直弟子でもあり、跡見学園にとって本
原稿の取得はゆかり深いものです。

跡見学園女子大学50周年記念事業
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地域連携始動！！
　本学と文京区は平成23年5月に「相互協力に関する包括協定」を締結しました。
　その協定締結に基づき、これまで文京区との様々な連携事業に積極的に取組んできました。
　平成25年4月には、区民に開かれた教育複合施設となることを目指し「跡見ギャラリー」を開設。地域連携に向けての更な
るステップとともに情報発信基地としても活用してきました。本年度も、文京区「文の京介護予防体操＊1」の実施や、防犯対
策プロジェクト「大塚警察防犯ATOMIピーポー隊＊2」の活動などで活用します。
　更に、今後様々な活用が期待される地域連携の拠点としてこの4月に「菊坂跡見塾」（旧伊勢屋質店＊3）を取得したことも、
大きな弾みとなりました。
　地域社会との連携を深め、より地域に開かれた大学を目指すため、本年度からは、事務局に地域連携担当の専門部署を置き、
地域連携事業を本格的に始動することとなりました。
　この連携事業においては、学生たちの若い力が必要不可欠となります。各種の活動に学生が参加することにより、学生が社
会人としてのあり方を学ぶ教育的施策と共に、
　•「発見する力（コミュニティの抱える課題を見つけ出す能力）」
　•「提案する力（課題解決に導くアイディアを創出する能力）」
　•「つなぐ力（コミュニケーション能力、ファシリテーション能力）」
を醸成するにあたり有効であり、教養教育を行いながら、行動力、実践力を持った力強さと、人を思いやる「やさしさ」を兼
ね備え、社会との接点を大切にする「教養実践」は本学の理念でもあります。一人でも多くの学生が、この連携事業にかかわ
ることによって、より有意義な実りある学生生活となるよう、「実践力を備えた教養人・品性ある社会人・自律し自立した女性」
教育を目指し、社会に貢献できる人材の育成に繋がるよう、大学としても努力して参ります。

  今年度の主な取り組み（予定）

１．朝顔・ほおずき市（７月）
第30回をむかえる文京朝顔・ほおずき市は平成27年7月18日（土）、19日（日）の開催予定です。この催しは、区役所、
地元商店会とともに企画、運営から当日の販売までゼミの学生が主体的、継続的に取り組んできました。今年は栃木県那
須塩原市との交流をきっかけに、当地の野菜を使ったメニューの販売も予定しています。地域の高齢者から教えてもらっ
た「ゆかたの着付け講習」の成果発表でもある「ゆかた」を着用して会場をさらに盛り上げます。

２．母子避難所訓練（９月）
本学園では東日本大震災以降、より災害対策を強化し、災害時の学生・生徒の安全安心の確保とともに、地域貢献として、
妊産婦や乳幼児などサポートが必要となる方々の受け入れを実現するため、平成24年9月に文京区と「災害時における母
子救護所の提供に関する協定」を締結しました（全国初の取組み）。
毎年９月に文京・新座の両キャンパス及び跡見学園中学校・高等学校と合同で防災訓練を行っており、その一環として、
災害時に妊産婦・乳幼児の受け入れを想定した母子救護所の開設訓練を平成25年より実施しています。女子大学の強みを
活かし、地域一体となった災害対応力の向上と、妊産婦・乳幼児への支援体制の確立を図ることを目的としています。学
生自身が、地域の中で特に助けを必要とする妊産婦が災害時に必要なサポートとは何かを考え、その対応について学ぶ教
育的活動としても捉えています。

３．災害ボランティア
この5月に地域の警察署と「災害ボランティア」の協定を締結しました。かねてより、「大塚警察防犯ATOMIピーポー隊」
などの連携活動を行ってきたことを継承するものです。災害ボランティアの様々な取り組みを通して、学生自身が身を守
ること、リスク回避、そして地域の中で手助けを必要とする弱者へのサポート、対応について学ぶ教育的活動としても捉
えています。

４．健康まち歩き（11月）
学生が作った区内探訪コースを高齢者と一緒に歩く取り組み。コース選定にあたっては、高齢者クラブの会員、区の担当
者と幾度も打ち合わせを重ね、学生の目線で選んだスポットを取り入れるなど、コース内容を丹念に作り上げます。参加
者全員がコーススタート前に、専門講師の指導による「健康歩き方教室」を受講します。

＊１　‌�跡見ギャラリー講義室を会場とした体操教室。区内の会場のうち学生参加型は、唯一この会場だけで区内初の試み。学生主導の「認知症予防レク
リエーション」も行う。

＊2　‌�文京区大塚警察との連携活動で、平成24年8月に「大塚警察防犯ATOMIピーポー隊」を結成。区内で啓蒙活動を実施。商店街でのオレオレ詐欺
の寸劇の実演や自転車のひったくり防止策の紹介、自転車ひったくり防止カバー「くるみちゃん」の配布、振り込め詐欺防止のチラシ配布など、
地域の方の防犯意識を高める活動に取り組む。

＊3　‌�樋口一葉（1872 ～ 1896）が菊坂の家に住んでいたときから、生活が苦しくなるたびに通ったゆかりの質屋。伊勢屋の創立は1860年。
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国 際 交 流 活 動 の 紹 介

　海外研修の拡充に伴い、海外の大学等へ本学の基本情報を広報するための媒体として、�
英語版ガイドブックが完成しました。大学の歴史や学部編成、キャンパスなどが紹介されて
います。詳細はホームページでもご覧いただけます。

お知らせ

　平成26年度の春季休業中に、イギリスおよびアメリ
カへ合計19名の学生派遣を行いました。
　英国国立スターリング大学（イギリス・スコットラン
ド）での春期海外研修は今回で2回目の実施となります。
平成27年2月11日(水・祝) ～同年3月29日(日)の
約7週間の集中語学コースで、13名の学生が参加しま
した。本研修は、研修校の学期期間中に実施されるため
キャンパスで現地学生との交流が多いことが魅力の一つ
です。授業はレベル別の3クラス編成で、自身の語学力
に合ったクラスで授業を受けることができます。また、
研修中にはスターリング大学の全学イベントとして
「JAPANESE WEEK」が開催され、本学学生も書道や
折り紙ワークショップで講師を務めるなど、日本文化を
広く発信する活動を行いました。語学力、積極性とコミュ
ニケーション能力の向上を実感して、全員が無事に帰国
しました。
　平成26年度初めて、アメリカ合衆国ワシントン州ロ
ングビュー市にある「ローワーコロンビアカレッジ」へ
6名の学生派遣を行いました。この研修は、埼玉県和光
市と本学の包括協定に基づき、和光市と姉妹都市である
「ワシントン州ロングビュー市」での研修が実現したも
のです。埼玉県和光市およびワシントン州ロングビュー
市姉妹都市委員会が全面協力の上、「地域コミュニティ」
を体験するプログラムが行われました。
　平成27年2月15日(日) ～ 3月8日(日)の3週間語
学コースで、授業以外に市議会傍聴、市長面会、企業訪
問、州上院議員面会なども含まれています。また、研修
中はホームステイをしながら地元の生活を体験し、日本
とアメリカにおけるコミュニティの在り方やその違いな
ど、実体験を通して学ぶ研修となりました。ロングビュー
市議会においては、今後、姉妹都市交流を通して本学と
ローワーコロンビアカレッジの国際交流活動の進展を支
援することが決議され、それに基づき「ロングビュー市
姉妹都市委員会・ローワーコロンビアカレッジ・跡見学
園女子大学の三者協定」が締結されました。

ロングビュー市の支援事業
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学生会本部　会長　浅子　如奈

マネジメント学部長　大野　二朗

学生会情報

　新緑の葉から雨粒が零れる日が多い季節となりまし
た。新たな生活、学年にも慣れ始めた頃と思われます。
私ども学生会本部は新たな仲間を迎え、皆でぐんぐん成
長しております。
　そんな私どもは、毎年行われている「学生総会・学長
と語る会」に向けて着々と準備を進めております。学生
会費がどのように使われているかを皆さんにお伝えする
大切な場であると同時に、学生の声に学長先生ご本人か
ら直接御回答いただける大変貴重な場でもあります。本
年度もこの会を開くことにより、跡見学園はより良くな
ることでしょう。
　それでは、みな
さまの積極的なご
参加を学生会本部
一同心よりお待ち
しております。

　今年度の「ATOMIアカデミア」は、４月３日（金）
入学式の翌日の週末４日～５日で実施しました。入学式
の翌日と慌ただしい感じもしますが、以前に大不評だっ
た、入学式の当日の午後からの「アカデミア」に比べれば、
その余裕は十分でした。
　この「ATOMIアカデミア」は毎年実施されている、
新入生向けのプログラムです。このプログラムの狙いは、
仲間作りです。大学生になりたてで、これからの学生生
活に対する期待、希望、そして不安を、新しい友達と共
有できるように、先輩（ボランティアスタッフとして2，
3年生約30名）や教員のサポートを受けながらの１泊２
日のオリエンテーションです。今年も新潟県南魚沼市に
あるスキー場のホテルで実施されました。
　例年同様に、先輩学生たちは大活躍で、バスの中、ホ
テルでの仲間と一緒の行動や食事、全体会、グループミー
ティング、「先輩と語ろう」など多彩な内容の濃密な時
間の中で、当初の目標は概ね達成することができ、無事
終了しました。ありがとうございます。

　学生寮『メゾン音羽』は通学、修学、就職活動の利便
性を重視し、東京メトロ有楽町線「護国寺」駅徒歩3分、
文京キャンパス徒歩８分の場所に新設しました。94名
を収容できる鉄筋コンクリート4階建て。全室個室で食
堂、浴場、コミュニケーションスペース等、パブリック
スペースも充実しています。プレゼンテーションの練習
や茶道、ヨガ等もできる多目的室、パウダールーム、ミ
ストサウナ、ランニングトラック等、心身の美しさを追
求できる仕様です。寮長・寮母夫妻の常駐、防犯カメラ
設置、近隣警察署との連携等、防犯対策も万全です。食
事は寮母が栄養バランスを考慮して毎食手作りで提供し
ており、寮生は安心、安全で清潔かつ快適な寮生活を送
ることができます。

　こんにちは！バスケットボール部です！現在12人の2
年生と6人の1年生で、新座キャンパスの体育館にて週
1回活動しています。試合形式の練習がメインですが、
初心者もいるので基礎的な練習も行います。仲間同士で
練習後にご飯を食べに行くときもあります。とても仲が
良い部活です。興味のある方は経験の有無に関係なく是
非水曜4限終了後に体育館に足を運んでください！待っ
てます！
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